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（１）

　
神
の
な
さ
れ
る
こ
と
は
皆
そ
の
時

に
か
な
っ
て
美
し
い
。（
コ
ヘ
レ
ト
の

言
葉
　
３
章
11
節
）

　「
ル
ー
テ
ル
学
院
百
年
の
歴
史
」の

中
で
、石
居
正
己（
ル
ー
テ
ル
学
院
大

学
・
神
学
校
名
誉
教
授
）
が
一
九
五

〇
年
に
挙
行
さ
れ
た
日
本
ル
ー
テ
ル

神
学
校
再
建
に
つ
い
て
触
れ
、「
四
月

十
六
日
午
後
二
時
半
、
開
校
礼
拝
が

行
わ
れ
た
。司
式
は
山
内
六
郎
、説
教

者
は
ウ
ィ
テ
ル
で
、
博
士
は
エ
ル
ミ

ヤ
二
章
に
よ
っ
て
壊
れ
た
水
た
め
に

な
ら
ぬ
よ
う
に
と
熱
意
あ
ふ
れ
る
説

教
さ
れ
た
。」、
と
記
し
て
居
ら
れ
ま

す
。

　
こ
の
開
校
式
に
私
は
Ｅ
Ｌ
Ｃ
が
日

本
伝
道
を
開
始
さ
れ
た
直
後
に
最
初

の
宣
教
師
オ
ラ
フ
・
ハ
ン
セ
ン
と
共

に
出
席
し
、「
預
言
者
の
召
命
」と
題

さ
れ
た
説
教
に
深
い
感
銘
を
受
け
、

ル
ー
テ
ル
神
学
校
と
教
会
と
の
付
合

い
が
深
ま
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　
そ
の
説
教
中
に
私
に
と
っ
て
は
忘

れ
ら
れ
な
い
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
起
こ
り

ま
し
た
。ウ
ィ
ン
テ
ル
博
士
が
説
教

中
に
突
然
説
教
台
の
右
上
に
あ
っ
た

時
計
に
気
付
き
、
少
し
微
笑
み
な
が

ら
「
さ
い
わ
い
な
こ
と
に
私
の
時
計

は
と
ま
っ
て
い
ま
す
。」と
息
継
ぎ
を

さ
れ
た
の
で
す
。こ
れ
は
自
分
で
も

す
こ
し
熱
が
入
り
長
く
な
り
つ
つ
あ

る
こ
と
に
気
付
い
て
の
発
言
に
な
っ

た
と
拝
察
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
瞬

間
私
は
有
名
な
ゲ
ー
テ
の
フ
ァ
ス
ト

の
中
に
あ
る
一
句（Verw

eile doch
! 

留
ま
れ)

…
…(D

u bist so schö n, 

お
前
は
い
か
に
も
美
し
い
。相
良
守

峰
訳)

　
を
思
い
出
し
た
の
で
す
。

　
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ホ
ー
ム
に
生
ま

れ
、
福
井
県
大
野
市
に
あ
る
カ
ナ
ダ

メ
ソ
ジ
ス
ト
系
の
旭
幼
稚
園
を
経
て

大
阪
ル
ー
テ
ル
教
会
日
曜
学
校
に
熱

心
に
出
席
し
、
戦
争
中
は
旧
制
高
校

の
時
代
に
は
大
変
苦
し
い
信
仰
生
活

を
続
け
、
一
九
四
九
年
（
昭
和
二
十

四
）
東
京
大
学
で
天
文
学
を
研
究
す

る
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
の
で
す

が
、
全
く
幸
運
な
こ
と
に
本
郷
西
片

町
所
在
の「
同
志
会
」と
い
う
聖
公
会

系
の
学
生
寮
に
入
寮
が
許
さ
れ
た
生

活
が
始
ま
り
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
こ

と
に
関
し
て
は
か
な
り
詳
し
く
既
に

日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
百
年
史
論

集
、第
一
号
、第
二
号
、第
三
号
、第
七

号
（
こ
れ
は
掲
載
予
定
で
し
た
が
発

行
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、拙
著「
星
よ

輝
け
牛
田
山
」）に
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。在
寮
中
に
南
原
繁（
私
の
入
学
式

の
時
の
東
大
総
長
）
や
矢
内
原
忠
雄

（
卒
業
式
の
時
の
総
長
）
等
有
名
な

方
々
が
慣
例
の
金
曜
日
に
講
演
し
て

下
さ
っ
た
の
で
す
が
、
私
も
早
速
ハ

ン
セ
ン
に
も
来
訪
頂
い
た
し
、Ｅ
Ｌ

Ｃ
初
期
の
宣
教
師
の
方
々
に
バ
イ
ブ

ル
ク
ラ
ス
の
指
導
を
お
願
い
し
た
の

で
す
。

　
青
田
牧
師
が
静
岡
教
会
の
月
報
で

書
か
れ
た「
東
海
教
区
前
史
」の
中
に

日
本
に
於
け
る
伝
道
開
始
に
向
け
て

の
視
察
・
調
査
の
任
に
あ
た
っ
た
Ｅ

Ｌ
Ｃ
ボ
ー
ド
総
幹
事
シ
ル
ダ
ー
ル

（R.A.Syrdal

）
の
こ
と
が
記
せ
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
彼
は
私
と
ハ
ン
セ
ン

と
が
東
京
―
名
古
屋
間
の
多
く
の
都

市
を
視
察
・
調
査
し
て
伝
道
開
始
の

四
候
補
地
に
目
安
が
つ
い
た
頃
に
再

来
日
し
、
私
共
の
大
調
査
旅
行
と

な
っ
た
の
で
す
。そ
の
折
将
来
の
日

本
を
担
う
若
い
人
々
へ
の
伝
道
に
話

題
が
及
ん
だ
折
二
つ
提
案
を
示
す
中

で
、
東
京
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
案

内
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。勿

論
安
田
講
堂
で
は
昔
天
皇
行
幸
の
折

の
控
室
と
か
入
学
・
卒
業
式
で
用
い

ら
れ
る
大
講
堂
、
そ
の
外
多
く
の
施

設
の
中
で
も
関
東
大
震
災
で
被
害
を

受
け
た
中
央
図
書
館
に
は
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
や
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
等

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
多
大
の
援
助
の
あ

つ
た
こ
と
を
耳
に
し
て
大
変
興
味
を

示
さ
れ
ま
し
た
。

　
二
つ
の
提
案
の
中
の
一
つ
は
、
東

大
の
近
く
に
あ
る
ル
ー
テ
ル
本
郷
教

会
の
学
生
集
会
に
、
も
う
一
つ
は
夏

に
行
わ
れ
て
い
る
バ
イ
ブ
ル
・
キ
ャ

ン
プ
で
す
。二
〇
〇
八
年
十
月
十
八

日
に
前
橋
に
あ
る
共
愛
学
園
創
立
百

二
十
周
年
の
折
「
私
は
第
一
回
目
の

山
中
湖
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
キ
ャ
ン
プ
場
で

の
キ
ャ
ン
プ
に
出
席
し
ま
し
た
。」と

言
っ
て
名
刺
を
下
さ
い
ま
し
た
。塩

崎
立
夫
氏
で
高
崎
ワ
イ
ズ
メ
ン
ク
ラ

ブ
と
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
共
愛
学
園
で
の
教
え
子
数
名

が
最
初
の
宣
教
師
の
方
々
の
ヘ
ル

パ
ー
と
し
て
働
く
こ
と
に
な
っ
た
の

で
す
が
、
そ
の
中
の
一
人
須
田
清
子

さ
ん
は
東
京
衛
生
病
院
で
看
護
婦
と

し
て
の
資
格
を
得
て
、
長
く
ブ
ラ
ジ

ル
伝
道
の
助
け
を
さ
れ
た
の
で
す
。

　
一
九
五
〇
年
秋
頃
か
ら
静
岡
教
会

の
土
地
選
定
に
は
同
志
会
先
輩
の
望

月
庄
次
郎
氏
に
、
島
田
教
会
で
は
市

山
家
の
方
々
、
浜
松
教
会
で
は
父
の

同
志
社
大
学
神
学
部
の
後
輩
柳
田
秀

男
牧
師
の
御
世
話
に
な
っ
た
。ま
た
、

一
九
七
九
年
に
は
名
古
屋
恵
教
会
で

持
た
れ
た
宗
教
改
革
記
念
礼
拝
で
若

き
日
の
平
岡
さ
ん
（
現
保
谷
教
会
牧

師
、神
大
講
師
）が
出
席
さ
れ
た
由
。

　
正
に
「
神
の
な
さ
れ
る
こ
と
は
皆

そ
の
時
に
か
な
っ
て
美
し
い
」
こ
と

を
噛
締
め
て
い
ま
す
。

東
海
教
区
（
元
Ｅ
Ｌ
Ｃ
・
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
）
の
初
期
の
こ
と
な
ど

西
恵
三（
保
谷
教
会
）

最初の宣教師　オラフ・ハンセン (Rev. Olaf Hansen)



（2）

　
　
　
　
　
　

　

     

静
岡
教
会
が
始
ま
っ
た
頃

　
　
　
　

　

       

名
古
屋
め
ぐ
み
教
会
会
員
　
　
　

　                         

犬
飼
通
之

       　
一
九
五
〇
年
の
春
、
ア
メ
リ
カ
ミ
ネ

ソ
タ
州
に
本
部
を
置
く
「
福
音
ル
ー
テ

ル
教
会
」
日
本
伝
道
部
は
東
京
文
京
区

に
礼
拝
所
を
開
い
て
宣
教
活
動
を
開
始

し
た
。
そ
の
年
の
秋
に
は
、
東
京
・
名

古
屋
間
に
当
初
設
立
を
予
定
し
た
四
つ

の
教
会
（
静
岡
、島
田
、浜
松
、名
古
屋
）

そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
宣
教
師
が
東
京
に
到

着
し
た
。
私
は
そ
の
う
ち
の
お
一
人
、

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ハ
イ
ラ
ン
ド
師
が
東
京

で
日
本
語
勉
強
中
に
始
め
ら
れ
た
聖
書

研
究
会
に
出
席
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

そ
の
後
師
が
静
岡
教
会
を
設
立
さ
れ
る

時
に
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
大
学
生
で
あ
っ
た
私
は
週
末
に
東

京
か
ら
静
岡
に
通
い
、
建
築
会
社
と
の

打
ち
合
わ
せ
、
聖
書
研
究
会
、
礼
拝
が

始
ま
っ
て
か
ら
は
、
礼
拝
説
教
な
ど
の

通
訳
を
し
た
。
一
九
五
一
年
の
夏
休
み

に
は
次
期
教
会
設
立
候
補
地
を
探
す
た

め
、
静
岡
県
内
を
他
の
宣
教
師
先
生
と

巡
回
し
た
。

　
こ
の
宣
教
団
を
送
り
出
し
た 

Evangelical Lutheran Church (ELC) 

と
い
う
教
会
は
、
一
九
世
紀
の
中
ご
ろ

か
ら
終
わ
り
に
か
け
て
ノ
ー
ル
ウ
ェ
ー

か
ら
ア
メ
リ
カ
に
移
住
し
た
人
達
に

よ
っ
て
作
ら
れ
た
教
会
組
織
で
あ
っ

た
。
日
本
伝
道
開
始
初
期
に
来
日
し
た

宣
教
師
の
大
半
は
ア
メ
リ
カ
に
移
住
し

た
人
達
の
子
供
、
即
ち
ノ
ー
ル
ウ
ェ
ー

系
二
世
で
あ
っ
た
。
私
は
ハ
イ
ラ
ン
ド

師
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
関
係
で
ご

家
族
と
一
緒
に
過
ご
す
時
間
が
多
か
っ

た
が
、
家
庭
の
中
で
は
、「
有
難
う
」

は
「
ト
ゥ
ー
セ
ン
タ
ッ
ク
」、「
お
や
、

ま
あ
」
は
「
ウ
フ
タ
、
メ
イ
ヤ
」
と
い

う
ふ
う
に
ノ
ー
ル
ゥ
エ
ー
語
も
飛
び

交
っ
て
い
た
。

　
ハ
イ
ラ
ン
ド
夫
人
は
独
身
時
代
の
一

九
四
〇
年
、
宣
教
師
と
し
て
中
国
に
向

か
っ
た
が
、
日
中
交
戦
の
深
刻
化
に
よ

り
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
で
一
時
待
機
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
そ
の
直
後
太
平
洋
戦

争
が
勃
発
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
に
進
攻

し
た
日
本
軍
に
よ
っ
て
強
制
収
容
所

に
入
れ
ら
れ
る
と
い
う
体
験
の
持
ち
主

で
あ
っ
た
。

　そ
の
よ
う
な
背
景
を
持
つ
ご
夫
人
で

あ
っ
た
の
で
、
聖
書
研
究
会
で
は
ご
夫

人
も
一
緒
に
教
え
て
下
さ
っ
た
。
米
国

で
高
校
の
国
語
教
師
を
し
て
お
ら
れ
た

夫
人
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
中
人
物

の
罪
の
意
識
を
聖
書
に
関
連
し
て
解
説

さ
れ
る
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
文
学
的
な

刺
激
を
受
け
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。

　
こ
の
時
期
は
第
二
次
大
戦
終
了
後
五

年
し
か
経
っ
て
お
ら
ず
、
ま
だ
戦
争
の

影
が
色
濃
く
残
っ
て
い
た
。
五
〇
年
秋

に
来
日
し
た
一
団
の
中
に
は
大
戦
中
軍

人
さ
ん
だ
っ
た
女
性
宣
教
師
も
お
ら
れ

た
。
静
岡
教
会
に
ハ
イ
ラ
ン
ド
師
と
共

に
配
属
さ
れ
た
女
性
宣
教
師
リ
デ
ィ

ア
・
ハ
ン
ソ
ン
師
は
日
中
交
戦
（
日
支

事
変
）
中
、
中
国
で
宣
教
活
動
を
し
て

お
ら
れ
た
人
だ
っ
た
。
全
く
の
偶
然
で

あ
る
が
、
静
岡
市
に
鈴
木
宏
さ
ん
と
い

う
、
兵
隊
と
し
て
中
国
に
駐
屯
し
て
い

た
時
に
こ
の
ハ
ン
ソ
ン
師
と
知
り
合
い

だ
っ
た
人
が
い
た
。

　
鈴
木
氏
は
中
国
の
駐
屯
地
で
、
そ
の

地
域
の
外
国
人
の
動
静
を
監
視
す
る
班

に
所
属
し
て
い
た
。
そ
こ
に
ル
ー
テ
ル

教
会
の
宣
教
師
ハ
ン
ソ
ン
師
が
居
ら
れ

た
。
鈴
木
氏
に
よ
る
と
、
氏
は
調
査
の

一
環
と
し
て
ハ
ン
ソ
ン
師
の
伝
道
所
を

時
々
訪
れ
て
い
た
が
、
そ
こ
で
聖
書
の

話
を
聞
い
た
り
ポ
ー
タ
ブ
ル
オ
ル
ガ
ン

に
合
わ
せ
て
讃
美
歌
を
一
緒
に
歌
っ
た

り
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
又
小

さ
な
英
語
の
聖
書
も
も
ら
っ
た
と
の
こ

と
で
、
私
た
ち
が
知
ら
さ
れ
て
い
る
戦

地
の
様
子
と
は
大
分
違
っ
た
状
況
が
そ

こ
に
は
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
鈴
木
氏

は
戦
闘
の
前
線
に
移
動
す
る
こ
と
に

な
っ
た
時
、
ハ
ン
ソ
ン
師
に
将
来
日
本

に
来
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
お
会
い

し
ま
し
ょ
う
と
言
っ
て
別
れ
た
と
の
こ

と
で
あ
る
。

　
戦
後
、
静
岡
で
貿
易
会
社
に
勤
め
て

い
た
鈴
木
氏
が
、
一
九
五
一
年
正
月

ジ
ャ
パ
ン
・
タ
イ
ム
ズ
を
読
ん
で
い
た

と
こ
ろ
、 ELC

日
本
伝
道
部
が
宣
教
師

の
任
地
を
決
め
た
と
い
う
記
事
が
目
に

入
り
、静
岡
の
担
当
と
し
て
リ
デ
ィ
ア
・

ハ
ン
ソ
ン
と
い
う
名
前
が
記
さ
れ
て
い

た
。
鈴
木
氏
は
早
速
問
い
合
わ
せ
を
し

た
と
こ
ろ
こ
れ
が
中
国
の
駐
屯
地
で

知
っ
て
い
た
ハ
ン
ソ
ン
師
に
間
違
い
な

い
こ
と
が
分
か
り
、
十
二
年
ぶ
り
の
再

会
を
果
た
さ
れ
た
。
こ
の
お
か
げ
で
ハ

イ
ラ
ン
ド
師
と
ハ
ン
ソ
ン
師
は
地
元
に

鈴
木
氏
と
い
う
強
力
な
支
持
者
を
得
る

こ
と
と
な
っ
た
。
教
会
建
設
の
敷
地
選

定
に
鈴
木
氏
の
助
力
を
得
、
ま
た
、
会

堂
完
成
前
の
早
い
時
期
か
ら
鈴
木
氏
宅

で
聖
書
研
究
会
を
始
め
る
こ
と
が
出
来

た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
時
期
に
設
立
さ
れ
た
教
会
に

は
、通
常
、主
任
宣
教
師
、女
性
宣
教
師
、

日
本
人
女
性
ヘ
ル
パ
ー
の
三
人
の
教
職

が
配
置
さ
れ
て
い
た
。
静
岡
で
は
、
こ

の
他
に
日
本
人
牧
師
と
し
て
元
日
本
基

督
教
団
の
池
田
政
一
牧
師
が
長
野
県
か

ら
加
わ
ら
れ
た
。
池
田
牧
師
は
戦
時
中

官
憲
の
弾
圧
に
遭
い
一
年
有
余
の
獄
窓

生
活
を
送
ら
れ
た
方
で
、
解
放
さ
れ
た

時
に
は
信
徒
は
離
散
し
て
し
ま
っ
て
い

た
。
教
会
再
建
に
立
ち
上
が
っ
て
い
た

時
期
に
ル
ー
テ
ル
教
会
か
ら
の
招
き
を

受
けELC

に
加
わ
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。

　
静
岡
市
以
外
の
三
都
市
で
も
、
そ
れ

ぞ
れ
地
元
の
強
力
な
助
力
者
が
現
わ

れ
、
ミ
ネ
ソ
タ
州
か
ら
来
日
し
た
宣
教

師
に
よ
る
伝
道
活
動
は
順
調
な
軌
道
に

乗
っ
て
進
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
一
九
五

二
年
初
頭
か
ら
年
の
半
ば
ま
で
に
四
教

会
（
静
岡
、
島
田
、
浜
松
、
名
古
屋
め

ぐ
み
）
す
べ
て
の
献
堂
式
が
み
恵
の
う

ち
に
執
り
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

Ｐ．ハイランド宣教師一家

ハンソン婦人宣教師

最初の牧師　左から河島、岸井、大柴、池田

「
東
海
福
音
ル
ー
テ
ル
聖
書

学
院
の
こ
と
」

             

　
　
　
　   

北
尾
一
郎（
定
年
教
師
）

 

　
静
岡
市
の
古
庄
に
、「
東
海
ル
ー
テ

ル
聖
書
学
院
」が
開
設
さ
れ
た
の
は
、

一
九
五
四
年
の
春
で
あ
っ
た
。私
は
、

浜
松
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
で
、
そ
の

同
じ
月
に
洗
礼
を
受
け
た
。そ
の
前

の
三
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
記
憶
し

て
い
る
が
、
学
院
の
献
堂
式
が
行
わ

れ
、
ジ
ョ
ン
ス
ル
ー
ド
宣
教
師
牧
師

に
誘
わ
れ
て
二
、
三
人
が
浜
松
か
ら

も
参
加
し
た
。「
定
礎
」
と
い
う
儀
式

を
初
め
て
見
た
。

 

　
建
物
は
、
本
館
（
二
階
建
で
一
階

に
事
務
室
と
院
長
室
と
教
室
が
一

つ
、
二
階
は
教
室
が
一
つ
と
図
書
館

で
あ
っ
た
）、
男
子
寮
と
女
子
寮
、
食

堂
、
そ
れ
に
院
長
住
宅
と
教
授
住
宅

が
一
つ
、そ
れ
で
す
べ
て
で
あ
っ
た
。

木
造
の
質
素
な
校
舎
で
あ
っ
た
。

 

　
し
か
し
、こ
の
学
院
は
、現
在
の
日

本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
東
海
教
区
の

前
身
で
あ
る
「
東
海
福
音
ル
ー
テ
ル

教
会
」を
生
み
出
す
と
い
う「
神
の
国

建
設
事
業
」
の
拠
点
と
な
り
、「
礎
」

（
い
し
ず
え
）
と
な
っ
た
。そ
の
設
立

目
的
は
、「
中
堅
信
徒
の
養
成
」と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
副
産
物
と
し
て
は

神
学
校
に
進
む
者
を
輩
出
し
た
が
、

そ
れ
以
上
に
、
中
堅
信
徒
を
多
く
育

て
、東
京
、静
岡
、名
古
屋
、岐
阜
を
結

ぶ
東
海
道
線
沿
線
に
次
々
と
建
て
ら

れ
た
宣
教
教
会
を
横
に
結
び
合
わ

せ
、
強
い
連
帯
感
を
持
つ「
教
団
」に

し
た
の
で
あ
る
。そ
の
意
味
で
、そ
の

後
設
け
ら
れ
た
「
梅
ケ
島
バ
イ
ブ
ル

キ
ャ
ン
プ
場
」
と
共
に
、
多
く
の
信

徒
、求
道
者
が
、さ
ま
ざ
ま
な
形
で
交

流
す
る
場
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
振

り
返
れ
ば
、「
学
院
」の
設
立
は
極
め

て
「
戦
略
的
」
な
こ
と
で
あ
っ
た
。そ

の
学
院
は
、「
時
」の
流
れ
に
抗
せ
ず

二
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。

 

　
と
こ
ろ
で
、
私
は
学
院
の
二
期
生

の
一
人
で
あ
り
、
良
き「
戦
友
た
ち
」

を
得
た
。若
き
魂
た
ち
の
人
格
形
成

に
学
院
が
果
た
し
た
役
割
に
は
大

き
な
も
の
が
あ
っ
た
。私
は
学
院
が

な
け
れ
ば
、
高
等
卒
で
就
職
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。学
院
は
、
学
費
、
寮

費
、食
費
を
与
え
、さ
ら
に
、午
後
は

学
院
内
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
さ
せ
て

く
れ
た
の
で
あ
る
。夏
休
み
に
は
、

小
さ
い
と
は
い
え
、

キ
ャ
ン
パ
ス
に
唯

一
人
留
守
番
を
し

た
。す
ご
く
淋
し

か
っ
た
こ
と
が
忘

れ
ら
れ
な
い
。自
炊

を
し
た
。人
参
を
半

分
、
近
所
の
八
百
屋

で
売
っ
て
も
ら
っ

た
。寮
生
活
は
人
間

学
の
勉
強
で
も

あ
っ
た
。

　
学
院
は
、そ
の
名

の
と
お
り
、聖
書
各

書
の
概
説
、
教
義

学
、
教
会
史
、
比
較

宗
教
学
、キ
リ
ス
ト

教
教
育
、讃
美
歌
な

ど
の
課
目
を
教
え

た
。伝
道
活
動
の

実
習
も
あ
っ
た
。

初
歩
的
な
勉
強
で

あ
っ
た
が
、
聖
書

の「
み
こ
と
ば
」に
親
し
む
絶
好
の
時

間
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
感
謝
で

あ
る
。

近
隣
の
人
々
と
の
交
流
も
多
少
あ
っ

た
。人
々
の
好
奇
心
の
目
が
注
が
れ

る
こ
と
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

学
院
は
後
の
古
庄
教
会
（
現
・
静
岡

教
会
ひ
か
り
礼
拝
所
）
に
発
展
し
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

東
海
福
音
ル
ー
テ
ル
聖
書
学
院
へ
の
道

　
〜
古
い
聖
書
〜
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
水
野
登
美
子（
豊
中
教
会
）

　
　
　

  

今
、
私
の
手
元
に
は
１
９
４
６
年

改
訂
版
の
英
語
の
新
約
聖
書
が
あ
り

ま
す
。こ
れ
は
私
の
宝
物
で
す
。こ
れ

が
な
か
っ
た
ら
現
在
の
私
は
存
在
し

て
い
な
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
当
時
、私
は
英
文
科
の
学
生
し
た
。

同
じ
学
部
の
友
人
が
、
滋
賀
県
近
江

八
幡
市
か
ら
京
都
ま
で
通
学
し
て
い

ま
し
た
。彼
女
は
熱
心
な
キ
リ
ス
ト

教
徒
の
家
に
育
ち
、一
方
、私
は
大
阪

北
部
の
田
舎
生
ま
れ
、
古
い
仏
教
の

家
で
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　
彼
女
は
１
９
５
３
年
の
夏
（
今
か

ら
約
６
０
年
前
の
こ
と
）、琵
琶
湖
畔

で
の
キ
ャ
ン
プ
場
に
私
を
招
い
て
く

れ
ま
し
た
。そ
し
て
、そ
の
夜
は
彼
女

の
家
に
一
泊
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
翌
日
の
午
後
、
隣
家
の
方
で
ア
メ

リ
カ
帰
り
の
人
が
、
後
輩
の
私
た
ち

を
お
茶
に
招
い
て
く
だ
さ
っ
た
の
で

す
。そ
こ
は
今
で
も
超
モ
ダ
ン
的
な

近
江
八
幡
の
異
人
館
で
し
た
。大
き

な
応
接
間
と
水
洗
ト
イ
レ
、
バ
ス
の

あ
る
西
洋
館
で
し
た
。ゆ
っ
た
り
お

茶
を
頂
き
、
珍
し
い
ア
メ
リ
カ
の
話

や
、
吉
田
先
生
の
妹
・
孝
子
さ
ん
の

こ
と
、ま
た
、こ
れ
か
ら
は
英
語
を
勉

強
す
べ
き
だ
と
熱
っ
ぽ
く
語
ら
れ
ま

し
た
。皆
、同
志
社
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
い

う
感
じ
で
し
た
。帰
り
に
１
冊
の
聖

書
を
下
さ
い
ま
し
た
。裏
表
紙
に
は

「『
我
を
強
く
し
給
う
者
に
よ
っ
て
凡

て
の
こ
と
を
な
し
得
る
な
り
』
ピ
リ

ピ
４
：
１
３
　
１
９
９
３
．８
．１
８

　
近
江
八
幡
　
吉
田
希
夫
」
と
サ
イ

ン
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。こ
れ
は

今
で
も
私
の
宝
物
で
す
。

　
そ
の
先
輩
は
近
江
兄
弟
社
の
社
長

の
吉
田
希
夫
氏
で
す
。私
は
将
来
、英

語
を
使
う
仕
事
を
し
た
い
し
、家
を

東海聖書学院　第二期生 1955

(3)

聖書学院正面



（5）

「福音ルーテル教会（ＥＬＣ）日本伝道部」  初期の歴史 (1950～ 1952)

ＥＬＣ宣教計画、日本伝道地図

注：「福音ルーテル教会日本伝道部」は「東海福音ルーテル教会」（1958 年１月）を生みだした宣教母体である。さらに、「東海福音ルーテル教会」は１９６３年５月に日本福音ルーテル教会と合同し、東海教区に改組される。

出
た
い
と
話
し
ま
し
た
。す
る
と
数

年
後
、
東
京
で
の
仕
事
を
紹
介
し
て

頂
き
、小
石
川
教
会
へ
出
入
り
し
て
、

受
洗
し
東
海
福
音
ル
ー
テ
ル
聖
書
学

院
へ
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ど
う
し
て
？
今
で
も
不
思
議
な
の

で
す
。学
院
で
は
み
こ
と
ば
を
学
び
、

Ｃ
Ｓ
教
授
法
や
、
い
ろ
い
ろ
勉
強
し

ま
し
た
。宣
教
師
と
二
人
で
よ
く
家

庭
訪
問
や
病
院
訪
問
し
ま
し
た
。同

期
の
男
性
は
み
ん
な
三
鷹
の
神
学
校

へ
行
か
れ
ま
し
た
が
、
今
は
定
年
退

職
し
て
お
ら
れ
ま
す
。特
に
、ク
ラ
ス

メ
イ
ト
と
し
て
特
記
し
て
お
き
た
い

方
は
、
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
の

最
後
の
伝
道
師
、大
橋
孝
子
姉
で
す
。

彼
女
は
知
多
半
島
の
多
く
の
教
会

で
、身
を
粉
に
し
て
働
か
れ
ま
し
た
。

特
に
、
日
曜
学
校
で
教
え
ら
れ
た
こ

と
で
有
名
で
す
。

　
東
海
福
音
ル
ー
テ
ル
聖
書
学
院
は

信
徒
教
育
に
力
を
入
れ
ら
れ
た
と
思

い
ま
す
。卒
業
生
は
各
地
の
教
会
で
、

主
か
ら
与
え
ら
れ
た
賜
を
生
か
し

て
、
良
き
働
き
を
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
。そ
れ
が
聖
書
学
院
の
使
命
で

あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

[

補
　
足]

　
　

　
　
吉
田
希
夫
は
、
一
九
一
七（
大
正

六
）
年
十
月
四
日
、
吉
田
悦
蔵
と
清
野

の
長
男
と
し
て
誕
生
し
た
。父
の
吉
田

悦
蔵
は
、Ｗ
・
Ｍ
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
、
村
田

孝
一
郎
と
共
に
近
江
兄
弟
社
の
創
立

者
の
一
人
で
あ
る
。吉
田
希
夫
は
ア
メ

聖書学院献堂式　1954 年 4月 29日

婦
人
宣
教
師
Ｂ・
ボ
イ
ヤ
ム

『
聖
書
学
院
献
堂
式
に
つ
い
て
』

　
東
海
ル
ー
テ
ル
聖
書
学
院
の
栄
え

あ
る
献
堂
式
に
出
席
し
た
、
婦
人
宣
教

師
Ｂ
・
ボ
イ
ヤ
ム
は
、
将
来
に
向
け
て

の
聖
書
学
院
の
期
待
と
憧
憬
に
胸
を

躍
ら
せ
な
が
ら
、Ｅ
Ｌ
Ｃ
が
発
行
し

た
、
一
九
五
四
年
九
月
号「M

issionary

」

に
、
そ
の
感
慨
を
こ
の
よ
う
に
書
き

送
っ
て
い
る
。

　「
こ
の
地
に
聖
書
学
院
が
実
現
す
る

た
め
の
祈
り
が
現
実
の
も
の
と
な
っ

た
。教
師
陣
と
十
人
の
学
生
が
一
週
間

半
、
活
動
中
で
あ
る
。昨
年
の
十
一
月

の
鍬
入
れ
式
か
ら
、
さ
ら
に
は
三
月
に

行
な
わ
れ
た
聖
書
学
院
の
理
事
会
の

時
と
比
べ
て
、
そ
の
場
所
は
い
か
に
変

わ
っ
て
い
る
こ
と
を
す
べ
て
の
人
が

認
め
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。建
物
の

デ
ザ
イ
ン
は
確
か
に
単
純
で
あ
る
が
、

静
岡
市
の
郊
外
で
あ
る
古
庄
の
土
地

に
は
、
事
務
室
と
教
室
、
二
つ
の
学
生

寮
、食
堂
、管
理
人
室
、そ
れ
に
小
さ
な

日
本
人
用
住
宅
が
建
っ
て
い
る
。日
本

伝
道
の
初
期
に
、
こ
の
よ
う
な
最
初
の

施
設
を
作
っ
て
く
れ
た
神
と
ア
メ
リ

カ
の
教
会
員
の
た
め
に
心
か
ら
感
謝

を
し
た
い
。・
・
・
・
・
・

　
多
く
の
日
本
人
と
宣
教
師
が
始
め

の
讃
美
歌
を
高
ら
か
に
歌
う
中
、Ｐ
・

ハ
イ
ラ
ン
ド
と
Ｊ
・
ホ
ー
マ
ス
タ
ッ

ド
に
よ
り
、 定
礎
式
が
行
わ
れ
た 

。事

務
室
が
あ
る
一
階
の
、
礼
拝
用
と
し
て

用
い
ら
れ
る
大
教
室
に
は
会
衆
を
収

容
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
、
隣
の
食
堂

と
入
り
口
に
も
多
く
の
人
が
立
っ
て

い
た
。

　
静
岡
教
会
と
島
田
教
会
の
聖
歌
隊

と
東
京
か
ら
来
た
男
性
の
四
重
奏
に

よ
り
、
讃
美
の
歌
が
奏
で
ら
れ
た
。聖

書
学
院
院
長
Ｐ
・
ハ
イ
ラ
ン
ド
と
宣

教
師
会
長
Ｊ
・
ホ
ー
マ
ス
タ
ッ
ド
が

司
式
に
携
わ
っ
た
。日
本
福
音
ル
ー
テ

ル
教
会
総
会
議
長
牧
瀬
雄
吉
と
最
初

の
宣
教
師
会
長
Ｏ
・
ハ
ン
セ
ン
に
よ

り
、
神
の
言
葉
が
語
ら
れ
た
。東
京
の

河
島
牧
師
、
静
岡
の
池
田
伝
道
師
、
そ

れ
に
聖
書
学
院
の
教
師
と
な
る
吉
田

希
夫
ら
が
聖
書
朗
読
を
行
っ
た
。日
本

福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
、日
本
ル
ー
テ
ル

神
学
校
、
神
戸
聖
書

学
院
、
静
岡
の
近
隣

の
教
会
か
ら
の
挨
拶

が
あ
っ
た
。さ
ら
に
、

Ｒ
・
Ａ
・
シ
ル
ダ
ル
博

士
、
ミ
ニ
ア
ポ
リ
ス

に
あ
る
ル
ー
テ
ル
聖

書
学
院
、「Cam

rose 
Lutheran B

ible 
School

」
か
ら
の
お

祝
い
の
書
状
が
届
い

た
。ま
た
、
こ
の
時

期
、
日
本
を
訪
れ
て

い
た
Ａ
・
Ｒ
・
ラ
イ
ン

か
ら
も
東
洋
で
の
聖

書
学
院
の
普
及
を
喜

ぶ
祝
辞
が
寄
せ
ら
れ

た
。彼
は
ボ
ー
ド
の

理
事
の
一
人
で
あ

る
。感
謝
状
が
設
計
士
と
建
築
業
者
に

渡
さ
れ
た
。最
後
に
、約
二
時
間
半
、お

茶
と
ケ
ー
キ
が
振
舞
わ
れ
た
。

　
一
部
の
人
々
は
電
車
に
乗
り
遅
れ

な
い
た
め
に
慌
た
だ
し
く
立
ち
去
っ

た
が
、
そ
の
他
の
人
々
は
夕
方
ま
で

残
っ
て
い
た
。数
人
の
人
々
は
、
次
の

日
に
バ
イ
ブ
ル
・
キ
ャ
ン
プ
の
調
査

に
行
く
た
め
に
、そ
こ
で
一
晩
を
過
し

た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
四
月
二
十
九
日
は

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
と
っ
て
歴
史
的
な
日

と
な
っ
た
。『
主
が
定
め
ら
れ
た
日
』と

し
て
祝
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。今
か
ら

始
ま
る
聖
書
教
育
の
宣
教
に
よ
り
、日

本
伝
道
を
支
え
る
優
れ
た
信
徒
の
多

く
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。」

リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
聖
書
神
学
校

で
の
二
年
間
の
学
び
を
終
了
し
、
一
九

五
一
年
五
月
に
卒
業
し
た
後
、
九
月
よ

り
、一
年
間
、ミ
ネ
ソ
タ
州
セ
ン
ト
ポ
ー

ル
に
あ
る
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
（
Ｅ
Ｌ

Ｃ
）
の
神
学
校Luther Sem

inary

で
神

学
の
研
鑽
を
積
み
重
ね
た
。

　
一
九
五
二
年
八
月
に
Ｅ
Ｌ
Ｃ
の
ホ
ー

ド
よ
り
、Ｌ
．イ
ン
グ
ス
ル
ー
ド
、Ｐ
．ル

テ
ィ
オ
、Ｒ・
ネ
ル
ソ
、Ｒ
．サ
ノ
デ
ン
、

Ｄ
．ス
ウ
ェ
ン
サ
イ
ド
な
ど
夫
人
も
含

め
て
の
十
五
名
の
宣
教
師
が
日
本
宣

教
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
。

　
彼
ら
は
汽
船
『SS PRESIDENT 

CLEVELAND

』
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
で
乗
船
し
、
八
月
十
五
日
に
横
浜
港

に
到
着
し
た
。そ
の
同
じ
汽
船
に
吉
田

も
乗
船
し
、
約
三
年
間
の
留
学
を
終
え

て
日
本
に
帰
国
し
た
。二
年
後
の
一
九

五
四
年
四
月
か
ら
五
年
間
、
開
校
し
た

聖
書
学
院
に
週
三
日
間
、
吉
田
は
最
初

の
日
本
人
教
師
と
し
て
聖
書
を
学
院

生
に
教
え
た
。
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聖書学院教師
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Ｅ
Ｌ
Ｃ
ボ
ー
ド
総
幹
事
Ｒ
・

Ａ
・
シ
ル
ダ
ル
の
日
本
視
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
田
　
勇

　
ア
メ
リ
カ
の
「
福
音
ル
ー
テ
ル
教

会
」 (E

van
gelical Lu

th
eran

 
Church

以
下
、Ｅ
Ｌ
Ｃ)
か
ら
派
遣

さ
れ
た
最
初
の
宣
教
師
は
オ
ラ
フ
・

ハ
ン
セ
ン(Rev.O

laf  H
ansen)

で

あ
る
。彼
は
一
九
四
九
年
十
一
月
五

日
、
東
京
・
羽
田
飛
行
場
に
到
着
し

て
い
る
。

　
当
時
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
最
大

の
ル
ー
テ
ル
教
会
は
、
ド
イ
ツ
系
を

中
心
と
し
た
Ｕ
Ｌ
Ｃ
Ａ(

北
米
一
致

ル
ー
テ
ル
教
会)

で
あ
り
、
会
員
数

は1,919,822

人
。次
に
、
ミ
ズ

リ
ー
・
シ
ノ
ッ
ド
は
生
粋
の
ド
イ
ツ

人
の
教
会
で
、
第
二
番
目
の
規
模
を

誇
り
、1,617,692

人
。そ
し
て
、Ｅ

Ｌ
Ｃ(

福
音
ル
ー
テ
ル
教
会)

は
ノ

ル
ウ
ェ
ー
人
系
の
教
会
で

772,863

人
で
あ
っ
た
。さ
ら
に
、

一
九
五
〇
年
よ
り
、
山
陽
地
域
に
伝

道
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
オ
ー
ガ

ス
タ
ナ
・
シ
ノ
ッ
ド(

ア
メ
リ
カ
・

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
系)

は
、432,329

人
を
有
し
て
い
た
。

　
オ
ラ
フ
・
ハ
ン
セ
ン
が
日
本
に
来

日
し
た
八
カ
月
前
の
、三
月
三
〇
日
、

Ｅ
Ｌ
Ｃ
の
常
議
員
会
は
ミ
ネ
ア
ポ
リ

ス
の
本
部
で
「
中
国
で
伝
道
活
動
が

非
常
に
困
難
な
状
況
に
な
っ
た
の

で
、
派
遣
さ
れ
て
い
る
多
く
の
宣
教

師
を
引
揚
げ
さ
せ
る
」、「
ボ
ー
ド
が

日
本
と
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
に
お
い
て
、

宣
教
師
を
派
遣
す
る
こ
と
が
可
能
と

判
断
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
実
行
を
承

認
す
る
」
と
の
歴
史
的
な
海
外
伝
道

の
決
議
を
行
っ
た(Board of 

Foreign M
ission of ELC,1949.6)

。

　
こ
の
Ｅ
Ｌ
Ｃ
の
決
議
に
基
づ
き
、

日
本
と
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
と
い
う
二
つ

の
国
に
お
け
る
伝
道
調
査
と
い
う
重

要
な
使
命
を
託
さ
れ
た
の
は
海
外
伝

道
局
の
総
幹
事
Ｒ
・
Ａ
・
シ
ル
ダ
ル

(Rolf A.Syrdal)

で
あ
る
。彼
は
、「
聖

木
曜
日
」の
四
月
十
四
日
午
後
三
時
、

ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
空
港
を
発
ち
、
空
路

を
乗
り
継
い
で
四
月
十
六
日
の
土
曜

日
に
羽
田
に
到
着
し
た
。空
港
に
は
、

Ｕ
Ｌ
Ｃ
Ａ
の
宣
教
師
と
ス
タ
イ
ワ
ル

ト
と
ク
ヌ
ー
テ
ン
、
そ
れ
に
日
本
福

音
ル
ー
テ
ル
教
会
の
議
長
平
井
清
と

青
山
四
郎
が
彼
を
出
迎
え
て
い
る
。

(Lutheran

　H
erald ,1949.6.26)

　
シ
ル
ダ
ル
が
羽
田
を
発
ち
、
沖
縄

に
向
か
っ
た
の
は
五
月
八
日
で
あ
る

の
で
、約
三
週
間
、日
本
の
伝
道
視
察

で
日
本
各
地
を
訪
ね
た
こ
と
に
な

る
。ボ
ー
ド
に
報
告
さ
れ
た
彼
の
視

察
報
告
か
ら
推
察
す
る
と
、シ
ル
ダ

ル
が
訪
ね
た
都
市
は
、
東
京
、
名
古

屋
、京
都
、大
阪
、神
戸
、広
島
、熊
本
、

新
潟
、そ
れ
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
伝
道
地
で
あ
る
信
州
の
諏

訪
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
シ
ル
ダ
ル
は
日
本
視
察
の
後
、
沖

縄
と
香
港
に
立
ち
寄
り
、
さ
ら
に

フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
に
五
月
十

九
日
夕
方
に
到
着
し
、
五
月
二
十
八

日
ま
で
滞
在
し
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
で

の
伝
道
視
察
を
行
い
、
帰
国
の
途
に

着
い
て
い
る
。そ
う
な
る
と
、
フ
ィ

リ
ッ
ピ
ン
に
は
約
十
日
間
滞
在
し
た

こ
と
に
な
る
。

シ
ル
ダ
ル
が
帰
国
し
て
、
約
一
ヶ
月

後
の
六
月
二
十
三
日
、Ｅ
Ｌ
Ｃ
の
海

外
伝
道
局
は
未
知
の
世
界
へ
の
伝
道

の
期
待
と
憧
憬
に
胸
を
躍
ら
せ
な
が

ら
、
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
に
あ
る
教
会
本

部
に
参
集
し
、「
シ
ル
ダ
ル
視
察
報

告
」に
基
づ
き
、「
日
本
伝
道
事
業
決

議
」、「
宣
教
師
人
事
」を
採
択
し
た
。

そ
の「
日
本
伝
道
事
業
決
議
」は
、
以

下
の
通
り
で
あ
る
。

　「
決
議
!
：『
日
本
で
の
伝
道
を
行

う
』」「
決
議
"
：『
シ
ル
ダ
ル
の
提
案

に
従
い
、
日
本
に
あ
る
Ｕ
Ｌ
Ｃ
Ａ
の

宣
教
師
会
と
の
協
力
関
係
を
基
本
に

し
つ
つ
、
次
の
地
域
に
お
い
て
伝
道

を
開
始
す
る
こ
と
を
承
認
す
る
。

（
一
）東
京
か
ら
名
古
屋
、（
二
）神
戸

か
ら
下
関
。』　
」　
　
　
　
　
　
　

　
さ
ら
に
、
三
ヶ
月
後
の
九
月
二
十

九
日
に
、Ｅ
Ｌ
Ｃ
と
Ｕ
Ｌ
Ｃ
Ａ
の
間

で
、
日
本
伝
道
に
関
す
る
共
同
会
議

が
開
か
れ
、オ
ー
ガ
ス
タ
ナ
・
シ
ノ
ッ

ド
の
代
表
も
そ
こ
に
陪
席
し
、
次
の

よ
う
な
協
約
書
が
Ｅ
Ｌ
Ｃ
と
Ｕ
Ｌ
Ｃ

Ａ
の
両
ボ
ー
ド
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
。

「
!
Ｅ
Ｌ
Ｃ
に
よ
る
日
本
伝
道
の
目

的
は
、
日
本
に
一
つ
の
ル
ー
テ
ル
教

会
を
形
成
し
、
そ
れ
を
発
展
さ
せ
る

た
め
に
他
の
ル
ー
テ
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ

ン
と
共
に  

共
同
伝
道
を
実
施
す
る

こ
と
に
あ
る
。

"
そ
の
目
的
に
従
っ
て
、Ｅ
Ｌ
Ｃ
は

日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
及
び
関
連

諸
施
設
と
共
に
共
同
伝
道
を
計
画
す

る
。た
だ
し
、そ
の
計
画
は
各
々
の
宣

教
師
会
と
ボ
ー
ド
の
決
定
に
基
い
て

行
う
こ
と
と
す
る
。

#
共
同
ル
ー
テ
ル
日
本
委
員
会(A 

Joint Lutheran Com
m
ittee )

は
、

日
本
伝
道
に
つ
い
て
協
議
す
る
た
め

に
各
々
の
ボ
ー
ド
か
ら
二
名
の
代
表

者
を
も
っ
て
構
成
す
る
。こ
の
委
員

会
は
伝
道
の
現
場
か
ら
の
必
要
性
と

日
本
の
教
会
か
ら
の
要
請
を
検
討
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
定
期
的
に

開
催
さ
れ
る
。な
お
、最
終
的
な
決
定

は
、
関
係
ボ
ー
ド
の
承
認
を
得
る
も

の
と
す
る
。

$
Ｅ
Ｌ
Ｃ
の
宣
教
師
は
、Ｅ
Ｌ
Ｃ
の

ボ
ー
ド
の
管
理
下
に
置
か
れ
る
。Ｅ

Ｌ
Ｃ
と
Ｕ
Ｌ
Ｃ
Ａ
の
宣
教
師
が
日
本

伝
道
に
関
す
る
課
題
の
た
め
に
相
互

に
交
わ
り
、
研
修
と
学
び
の
時
を
持

つ
た
め
に
少
な
く
て
も
年
に
一
度
、

ル
ー
テ
ル
宣
教
師
会
議
を
開
催
す
る

こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

%
Ｅ
Ｌ
Ｃ
は
在
日
の
ル
ー
テ
ル
宣
教

師
会
と
日
本
の
教
会
の
指
導
者
が
相

互
に
理
解
し
た
こ
と
に
従
っ
て
、
東

京
か
ら
名
古
屋
の
地
域
を
伝
道
地
域
と

し
て
責
任
を
も
っ
て
設
定
す
る
。　
」

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、「
東
京
か
ら
名

古
屋
の
間
の
地
域
」（
東
海
地
方
）
を

Ｅ
Ｌ
Ｃ
の
宣
教
領
域
と
す
る
伝
道
方

針
を
含
ん
だ
共
同
伝
道
計
画
の
協
約

書
が
Ｅ
Ｌ
Ｃ
と
Ｕ
Ｌ
Ｃ
Ａ
の
ボ
ー
ド

の
間
で
交
わ
さ
れ
、
翌
月
の
十
月
十

八
日
か
ら
開
か
れ
た
Ｅ
Ｌ
Ｃ
の
ボ
ー

ド
会
議
で
正
式
に
承
認
さ
れ
た
。

　
こ
れ
は
日
本
で
の
ル
タ
ー
派
教
会

に
よ
る
共
同
伝
道
の
開
始
を
告
げ
る

も
の
で
あ
り
、十
四
年
後
の
、一
九
六

三
年
の
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
と

東
海
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
の
合
同
の

実
現
も
こ
こ
か
ら
導
か
れ
た
と
言
え

る
。

ボード総幹事Ｒ・Ａ・シルダル (Rolf A.Syrdal)
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